
  

 

 

今年度より２学期制となり、１０月１３日(火)に後期始業式を行い

ました。生徒たちは前期の成長を力に、新たな一歩を踏み出していま

す。式では、折れない心「レジリエンス（しなやかに立ち直る力）」に

ついて話をしました。しなる竹のようにしなやかな心は、仲間との温

かい声掛けや支え合いによって育まれます。後期は「１日１回、魔法

の言葉を掛け合おう」を合い言葉に、以下の言葉を大切にしていき

ます。「ナイス・トライ！」（挑戦した姿勢を認め合う）「次はどうすれば

いいかな？」（失敗を学びへと変える）「大丈夫、私たちならできる！」

（孤立感をなくし、安心感を生む）失敗を恐れず助け合える環境の

中で、生徒のしなやかな強さを育んでまいります。また、始業式では、

阿武学園の綱紀保持に係る決意「児童生徒・保護者との約束」を

改めて教職員全員で唱和し、生徒にとって安心・安全な環境づくり

に全力を尽くすことを伝えました。本校の教育活動につきまして、ご

意見やご質問などがございましたら、どうぞ遠慮なくお寄せください。 

 

 
 

子どもたちの中には、未来をひらく「あぶ PRIDE」の種がすでに宿っています。この種を大きく育て、故郷への愛着と

誇りをもってたくましく生き抜く力を培うためには、学校の中だけでなく、地域の多様な人々の考えや生き方に触れる様々

な経験が欠かせません。地域との温かい関わりや挑戦の積み重ねが、子どもたちの自分に対する確かな自信へとつな

がっていきます。そのため後期は、地域の皆様と共に歩む行事を数多く予定しております。紙面には、その始まりとなる

「文化祭」「全校熟議」「地域貢献活動」のチラシを掲載しております（詳細はホームページでご確認ください）。本校の

思いをご理解いただき、ぜひ多くの皆様にご参加・ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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心機一転！ 後期スタート 

～仲間とともに育む「折れない心」～ 

後期の取組へのご理解ご協力をお願いします 



 

地域とつながる、阿武中の学び 
本校では、地域の皆様の温かいご支援とご協力のもと、地域のひと・もの・ことにふれながら学ぶ、様々

な教育活動を行っています。地域の皆様に直接教えていただいたり、共に活動したりする経験は、生徒たち

にとって、ふるさと阿武町のよさに気付き、地域への思いを深める貴重な学びとなっています。 

こうした本校ならではの教育活動を支えてくださっている地域の皆様に、心より感謝申し上げます。今回

は、その中からいくつかの取組をご紹介します。 

◎郷土の味と知恵にふれる 郷土料理体験 
９月 25日（水）、ヘルスメイトの皆様を講師にお迎えし、１年郷土料

理体験を行いました。今年度は、「ところてんを使ったフルーツポンチ」

と「そうめん瓜とところてんの酢の物」の二つのグループに分かれて調

理しました。また、郷土料理についてのお話を聞いたり、昔ながらの「と

ころてんつき」を体験したりしました。さらに、ヘルスメイトの皆様が

調理してくださった「しらものなます」も試食しました。 

生徒たちは、ところてんが天草から作られていることや、そうめん

瓜の特徴、地域に伝わる料理の工夫などについて知り、実際に作って味

わうことで、郷土の食文化を身近に感じることができました。「家でも

作ってみたい」「ところてんと果物の組合せがおいしかった」「郷土料理

には昔から受け継がれてきた知恵があることが分かった」といった感

想もあり、楽しく学びながら理解を深める貴重な機会となりました。 

丁寧にご指導いただいた健康福祉課、ヘルスメイトの皆様、本当にあ

りがとうございました。 

◎命の大切さを学ぶ 子育て講話・乳幼児ふれあい体験 

10月１日（木）、１年生を対象に「子育て講話・乳幼児ふれあい体験」

を実施しました。この行事は、子育てについての話を聞いたり、乳幼児

やその保護者とふれあったりすることを通して、命の大切さや子育て

の喜び・大変さについて理解を深めるとともに、自分自身が多くの愛情

を受けて育ってきたことに気づき、家族や周囲の人への感謝の気持ち

を育むことを目的としています。 

前半の「子育て講話」では、健康福祉課の中村様を講師に、長岡様、

民生委員の皆様にもご協力いただきました。命を授かった時の喜びや

出産時のエピソード、日々の夜泣きや子育ての苦労、そして何より我が

子への深い愛情についてお話しいただきました。生徒たちは、親の生の

声に真剣な眼差しで聞き入っていました。 

後半の「乳幼児ふれあい体験」では、４組の乳幼児とそのお母さんに

ご参加いただき、実際に赤ちゃんを抱っこしたり、おもちゃで一緒に遊

んだりする時間をもちました。最初は「落としてしまいそうで怖い」「ど

う接していいか分からない」と緊張して腕を強張らせていた生徒たち

も、赤ちゃんの柔らかさや小さな手の温もり、無邪気な笑顔にふれるう

ちに自然と優しい表情になり、温かい空気に包まれました。 

体験後の生徒の感想からは、「赤ちゃんは思ったよりも温かくて重みがあり、命の重さを感じた」「自分が

ここまで大きくなるのに、親がどれだけ大変な思いをしてくれたかが分かった」「今日家に帰ったら、親に

『ありがとう』と伝えたい」といった声が多く寄せられました。 

この貴重な体験を通して、生徒たちは自他の命の尊さを学び、周囲への感謝の気持ちを育むことができま

した。お忙しい中、ご協力いただきました乳幼児とその保護者の皆様、健康福祉課、民生委員の皆様をはじ

め、関係者の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 ＜ １１月 主な行事 ＞                          

11/ 2(月)３年ヘルスサポート授業 生徒集会 

11/ 5(木)１年福祉体験学習（車イス） 

11/ 9(月)３年進路手続き説明会 

11/11(水)２年ヘルスサポート授業 

11/13(金)～11/19(木)テスト週間 

11/20(金)中間テスト 

＜ ８月・９月主な行事  

11/24(火)阿武学園地域貢献活動 

11/25(水)１年マイナビ出前授業 

11/26(木)３年ヘルスサポート実習 専門委員会 

11/27(金)家庭学習日 町一斉研修日 

11/28(土)人権参観日・人権講演会 

11/30(月)11/28の振替週休日 


